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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、核キャップ結合タンパク質複合体（CBC）の構成要素であり、核質内の新生pre-mRNAのモノメチル化された5'キャップに結合する。コードされているタンパク質は、高親和性のmRNAキャップ結合を促進し、RNAポリメラーゼIIのCTDと会合する。CBCはpre-mRNAのスプライシング、3'末端プロセシング、RNAの核外輸送、およびナンセンス鎖を介したmRNA分解を促進する。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：U snRNAの核外輸送を媒介する。 5'キャップされたmRNAに結合する。,類似性：NCBP1ファミリーに属する。,類似性：1つのMIF4Gドメインを含む。,サブユニット：RNUXA/PHAX、CBP20、CBP80、RAN、XPO1、およびm7GキャップされたRNAとともにU snRNAエクスポート複合体を形成する。RNUXA/PHAXと相互作用する（類似性による）。NCBP2とヘテロ二量体を形成する。NCBP1、NCBP2、RNPS1、RBM8A、SRRM1、NXF1、UPF3B、UPF2、THOC4、および/またはREFBP2を含むエクソンジャンクション複合体（EJC）の一部である。,
	研究分野
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	HT-29細胞およびLOVO細胞のライセートをNCBP1抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したCBP80ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

